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一戸建持ち家 分譲マヽ 公共の賃貸 民間の賃貸 社宅零 寮や下宿 不明ン:ノヨン
親と同居n=29 25(86.2) 3(10.3) α0.0) 1(3.4) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)
夫と同居 ∩=17 3(17.6) 2(ll.8) 0(0.0)10(58.8)2(ll.8) 0(0.0)0(0.0)
一人暮らしn=18 0(0.0) 3(16.7) 2(ll.1)10(55.8) 1(5.8) 2(ll.1) 収0.0)
友人尊と同居n-8 0(0.0)1(16.7) 1(16.7) 3(50.0) 0(0.0) α0.0) 1(16.7)
表2 将来の住宅タイプ
単位:人.( )内% N=70
一戸建 分離マン 持ち家か賃 親の家を その他
持ち家 シヨン 賞にはこだ. - 継来したい
醍 者ありn=18 9(50.0) 3(16.7) 5(27.8) ∝0.0) 1(5.6)
配偶者なし∩=52 18(22.9) 5(7.1) 24(41.4) 3(4.2) 4(5.7)
表3 日常の家事について (有職者の場合)
ほとんど自分でしてい 自分と家族で 担して 自分がするときもあるしほとんど豪族がしてい
る いる 家族がする>≠*.鼻息 る
鏡と同居∩=25 0(0.0) 3(12.0) 5(20.0) 17(68.0)
夫と同居n=12 4(33.3) 4(33.3) 3(25.0) 1(8.3)
一人暮らし∩=17 17(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)
友人等と同居n=5 1(20.0) 1(20.0) 3(60.0) ∝0.0)
表4 有職者の家事にっいてめ考え方
単位:人.()内% N=70
すべて主 積極的に外 一部は できる限りその他
婦がする 部サービス 外部 外部サー
のがよい を利用 ビスは使わず.家族で.;
サービスを利用
配偶者ありn=13 1(7.7) 1(7.7) 2(15.4) ○(69.2)0(0.0)
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条件によって 現住地からの どちらともいえ 不明
は転勤や転職をしてもよい 移動は考えられない ない
配偶者ありn=18 8(44.4) ●6(33.3) 3(16.7)1(5.8)
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図8 自身の仕事 と結婚 について
(5)
-117-
表6 仕事 と結婚の関係 で悩 んだ経験について
霊位:人.( )内% N=70
た悩 悩仕 伯が相 でやと白 いの相 不
事ん ん事 ん義手 悩転義分 の義手 明
はだ だと だれの ん鴨れが で続が
な り 暮寮 雷て仕 だすた相 伯を緒
い迷 が丘 がい事 こる徽手 ん董嬬
つー あの あるの とか嶋の だん後
た る両 るた鋤 がどに鋤 事でに
り 立 め務 あう転務 がい仕
し で ･地 るか動地 あな雷
配偶者あり∩=18 5(27.8) 5(27.8) 3(16.7) 1(5.6) 2(ll.1)2(ll.1)
配1{なし n=52 27(51.9)12(23.1) ¢(ll.5) 1(1.9) 0(0.0)6(ll.5)
表7 仮に､仕事の都合で結婚相手 と別居せ ざるを得 な
い場合 にどうするかについて
単位:人.( )内% N=70
いhI 嶋るをい 結徽伺 よれ糟 か別 不
｡居 の ｡辞 つ 糟場居 いぼ沖 ら々 明
別は 近まめた をがし 緒 的 緒に
の考 くたてん 樽得て 婚つ 婚住
相え にはで自 つ ら総 しな すん
手 ら 斬相も分 れ糟 なが るで
をれ た手持が るで くり ち
探な にの婚仕 まき てが 良
す 仕離す事 でる もあ い
配偶者あり∩=18 α0.0) 10(55.6) 0(0.0) 3(16.7) 4(22.2) 1(5.6)
































い共 いや 共 状そ が共 千 不
感 む 惑 況の 自感 の 明
し 杏 で に時 分で 他
が え き よ々 にき
た な る. るの● はる
配偶者ありn=18 2(ll.1) 3(16.7)10(55.6)2(ll.1)∝0.0) ∝0.0) 1(5.6)
配偶者なしn=52 6(ll.5)17(32.7)2∝38.5)3(5.8)3(5.8) 2(3.8) 1(1.9)
表9 "両住まい"解消の方法
単位:人.( )内% N=70
よ過女 をでの弟 い解 ら両 かちさお 千 不
い徽性 考 ､機性 消 一着 判 らや互 の 明
をの え男会の す両が 断が拾い 他
寺側 る性が方 る性合 す転与の
えが 側多が 必ま意 る鴨等仕
る転 がい再 憂いの すで雷
方職 転の就 は 〝上 べ ､の
がや 徽 職 なをな きど暮
配 者ありn=18 4(22.2) α0.0) 2(ll.1) 9(50.0) 3(16.7)α0.0)






















































































(単位:百人) 平成2年 6年 10年 (豊位:人)
ロ有配偶単身赴年書総故
補図 有配偶単身赴任者の推移



























































































ll)近江 隆 ･金 貞均 ･小倉啓太 :ネッ'トワーク居
住の成立携帯と住機能の変化､日本建築学会計画系
論文集､pp.161-170(1995)
12)金 貞均 ･近江 隆 :現代家族の分散居住と居住
ネットワークの形成､日本建築学会計画系論文集､
pp.209-216(1994)
専門職若年女性の職業 ･結婚観と 両`住まい'志向
椎田智子 久保加津代 竹揮志朗
要旨 :本研究は､専門的職業につく若年女性を対象に､両住まい志向を明らかにするものである｡住居学専攻の大学
を卒業した20歳代～30歳代の女性70名を対象にアンケート調査を行った結果､つぎのことが明らかになった｡
1.調査対象者は､建築士の資格を持ち､専門職として夜遅くまで働き､収入も高いなど､キャリアウーマンとしての
特徴を持つ｡
2.彼女たちは､職業意識が高い一方で､結婚生活と仕事の両立を望んでいる｡
3.キャリアアップのためなら､遠方への転職や転勤にも応じる考えがあり､また､職業上の理由で､夫婦が日常は離
れて別の住まいに居住する ｢両住まい｣にも共感する者が多い｡
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